
国境を越えて教育を提供する大学の質保証について国境を越えて教育を提供する大学の質保証について
ーー 大学の大学の国際展開と学習機会の国際化を目指して国際展開と学習機会の国際化を目指して ーー審議のまとめのポイント審議のまとめのポイント

大きな変革期にある大学を取り巻く国際情勢に対応するために

○国際的な大学間の競争と協働が進展（分校、提携、ｅラーニングなど）

･ WTO等：高等教育の提供が貿易自由化交渉の対象に
･ UNESCO

：国境を越えて提供される高等教育の質保証に関する指針への取組の必要性
OECD

（前提：国ごとに異なる教育制度の相互理解と協力の精神）

･ 各国間協力による大学の質保証に係る国際的な情報提供の枠組みづくりが重要に

～学位等の国際通用性の確保、ディプロマ・ミル等からの学習者等の保護の観点から～

我が国の大学の国際展開

○海外での学位授与等に繋がる教育活動に必要な基盤

づくりへの対応

・政府：学位授与等に繋がる教育の提供に必要な

制度上の整備

・国際的な信頼性・通用性の確保の観点から

大学の質の保証に関する取組み

大学：自己点検評価に含める等の質保証の自己責任

認証評価機関：外国における教育活動についても評価の

対象に含めて実施

外国の大学の日本校等

○我が国の制度上の取扱いの明確化

○我が国の大学として設置する場合：引き続き内外無差別に

取扱い

○外国の大学として教育提供する場合：新たな措置を検討

⇒我が国の教育制度への接続を考慮

（我が国で提供される教育課程が、正規の外国の大学の課程
であること等一定の要件が必要）

⇒ 外国の大学への留学等に関する現行制度上の取扱い

と同様の取扱いを検討（大学院入学資格や単位互換等）

外国の大学へ留学する場合

外国の大学の通信教育を履修する場合 等と同等

大学のe-Learningによる国際展開に係る質保証の在り方

我が国の大学のeラーニングによる海外展開
○eラーニングの質保証の推進

教育の質及び国際的通用性の確保

→ eラーニングへの積極的取組

○学内における質保証の仕組みの整備の必要性

教育の質への大学の自己責任

○自己点検･第三者評価の在り方の検討の必要性

グッド･プラクティスの促進

評価項目の検討：提供方法の特性を考慮

外国の大学等のeラーニングによる教育
○情報収集・提供の体制整備の必要性

各国の質保証制度や学習過程等の情報

我が国の学習者・大学等による利用

○我が国のeラーニングに関する点検・評価項目

→ 我が国のｅラーニングに関する点検・評価

項目が活用

大学の質保証に係る国際的な情報ネットワークの構築等

国際的な情報ネットワークの構築

○国際的なネットワーク構築の必要性

各国間の協力

大学等の制度的位置付け

学位等の通用性 判断

教育の質

○国際的ポータルサイト

情報ネットワーク構築の第一歩

総合的な情報窓口機能

ユネスコのような国際機関にて作成

我が国の取組体制の整備

○関係機関間の連携協議や情報交換等の協力強化

（関係機関：政府･評価機関･大学等）

国際的な取組･協議への参加･貢献
に向けて

我が国自身の取組体制の整備

○窓口機能を果たすポータルサイトの必要性

関係機関のウェブサイトのリンク

我が国の大学の質保証の正確な情報の提供

○関係機関の積極的な情報提供の努力

索引の工夫・英語による情報提供の充実 等

○国内外の情報を集約するセンター機能の必要性

大学評価等に関する情報の海外発信

諸外国の情報の収集・提供 等

我が国の大学の国際展開及び外国の大学の日本校等に係る質保証等の在り方

【我が国の取組として求められるもの】

○条件整備：国際的に通用する教育研究の推進，戦略的な国際展開のため

→ 我が国の大学：国内外に開かれた高等教育機関として活性化

国際的な大学間の競争と協働により持てる潜在力を発揮

○国境を越えて提供される高等教育の質保証等の検討が急務

○学習者等にとって国際的な選択肢の拡大は望ましい → 質保証等の明確化が必要

○我が国の質保証に係る情報の海外への発信 及び

海外の質保証に関する最新動向の情報の的確な把握

○UNESCO・OECD等の取組への参加・貢献

～大学の質保証に関する国際的なシステムの構築に向けて～

① 我が国の大学の国際展開及び外国の大学の日本校等に係る質保証等の在り方

② 大学のeラーニングによる国際展開に係る質保証の在り方

③ 大学の質保証に係る国際的な情報ネットワークの構築等

検討課題

意義

○世界的に拡大する教育需要に対応した選択肢の拡大

○グローバルな知的ネットワークの強化

○我が国の教育研究水準の向上，国際的な人材育成，知的国際貢献を果たす

重要な機会

現状

○我が国の高等教育の国際展開は進んでいない

○米国･英国･豪州等の大学 ⇒ アジアにおいて活発な国際展開

我が国の大学 ⇒ アジアにおいて薄い存在感

我が国における国境を越えた高等教育の質保証等の検討の必要性

参考３

検討の背景について


